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7月 6日 (

当番幹事は85期のみなさん

第
二
十
三
回

関
東
同
窓
会
の
ご
報
告

静
中

。
静
高
関
東
同
窓
会
総
会
が
、
七
月
六

日
、
静
岡
の
櫻
井
同
窓
会
長
は
じ
め
、
多
く

の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
七
月
六
日

（金
）
関
東
地
区

に
在
住

・
在
職
す
る
静
中

・
静
高
の
Ｏ
Ｂ

・

Ｏ
Ｇ
諸
氏
‐６０
名
が

一
同
に
会
し
、
ご
来
賓
の

母
校
石
川
恵

一
朗
教
頭
先
生

（
８７
期
）
、
櫻

井

一
男
本
部
同
窓
会
長

（
６４
期
）
、
菅
野
寛

也
同
副
会
長

（
６８
期
）、
荻
野
覚
同
副
会
長

（
７１
期
）、
二
浦
俊

一
先
生
同
事
務
局
長

（８９

期
）
、
本
告
光
男
中
部
支
部
長

（
５９
期
）
に

ご
来
駕
賜
り
、
関
東
同
窓
会
総
会
が
大
手
町

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
団
代
表
、
池
田
幸
司
君

（８５
期
）
の

司
会
で
第
二
十
二
回
静
中

・
静
高
関
東
同
窓

会
総
会
が
ス
タ
ー
ト
。

は
じ
め
に
母
校
石
川
教
頭
先
生
よ
り
母
校

静
高
の
近
況
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
野
球
部

の
夏
の
大
会
に
む
け
た
意
気
込
み
を
聞
か
さ

れ
、
Ｏ
Ｂ

一
同
甲
子
園
出
場
、
い
や
優
勝

ヘ

の
期
待
に
胸
お
ど
ら
せ
ま
し
た
。
次
に
野
方

重
人
副
会
長

（
７７
期
）
の
議
長
に
よ
り
総
会

が
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま
す
。
主
要
議
題
で
あ

８５
期
　
安
　
本

　

敬

る
前
年
度
事
業
お
よ
び
会
計
の
総
括
と
新
年

度
事
業
計
画
・予
算
、
新
年
度
体
制
が
熱
気

に
満
ち
た
論
議
の
末
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
副
会
長
に
久
野
さ
ん

役
員
体
制
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
今
年

度

の
方

々
に
継
続
し
て
お
願

い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
に

女
性
会
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

ま
と
め
役
を
８３
期
の
久
野
淑
子
さ
ん
に
お

願

い
し
、
女
性
と
し
て
は
荒
谷
じ

つ
子
さ

ん

（
６８
期
）
次
来

の
副
会
長
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会

の
後
、
幹
事
年
で
あ
る
８５
期
の
望

月
敬
生
君
に

「
日
本
建
築
と
日
本
庭
園

・

出
会

い
と
こ
れ
ま
で
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後

一
日
就
職
し
た
建
築
会
社

を
辞
め
早
稲
田
大
学

の
故
渡
辺
保
忠
先
生

に
師
事
し
た
修
行
時
代
か
ら
独
立
後
の
ラ

オ
ス
世
界
遺
産
復
興
や
小
石
川
後
楽
園
の

修
復
な
ど
数
々
の
寺
院

ｏ
日
本
庭
園
の
修

復
経
験
を
熱
く
語

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（次
ベ
ー
ジ
に
続
く
）
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昔
同

ロ
ＩＪ

ｒ
ン

今
回
か
ら
同
総
会

の
年
会
書
一
（
３
０
０
０
円
）
が

コ
ン

ピ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
お
支
払

い
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

同
封

の
コ
ン
ピ

ニ
ス
ト
ア
専
用

の
用
紙

で

裏
面
表
示

の
各

コ
ン
ビ

ニ
か
ら
お
支
払

い
く
だ
さ

い
。

な
お
今
回
だ
け
は
郵
便
局
か
ら

の
お
支
払

い
は
、
別

の

郵
便
振
替
払
込
用
紙

で
お
支
払

い
を
お
願

い
し
ま
す
。

次
回
以
降
は
統

一
用
紙

で
ど
ち
ら
か
ら

で
も
お
支
払

い

が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　

　

　

　

（事
務
局
）

知通い　』
〃
ヽ
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▼ ロビーでは125周 年写真展で賑わった

会
場
を
埋
め
た
Ｏ

Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
諸
氏
も
改

め
て
そ
の
優
美
な
日

本
建
築
と
匠
の
技
に

魅
せ
ら
れ
、
時
の
た

つ
の
も
忘
れ
て
聞
き

入

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
後
に
八
面
玲

朧
白
雪
の
富
士
山
が

映
し
出
さ
れ
て
終
了

で
す
。

（講
演
内
容

は
別
項
に
て
詳
報
）

四
十
分
間
の
講
演

の
あ
と
は
懇
親
会
場

準
備
の
た
め
暫
時
雑

談
タ
イ
ム
で
す
。
控

え
の
間
に
用
意
さ
れ

た
思
い
出
の
写
真
か

ら
最
近
の
母
校
の
写

真
が
多
数
掲
示
さ
れ
、

そ
れ
を
肴
に
会
話
が

弾
み
ま
す
。
ふ
ん
ど

し
姿

の
土
肥
海
岸

で

の
水
泳
訓
練
、
甲
子

園

・
草
薙
球
場
で
の

応
援
風
景
、
運
動
会

で
の
仮
想
行
列
、
お

浅
間
さ
ん
と
な

つ
か

し
い
思
い
出
が
次
か

ら
次

へ
と
想
い
起

こ

さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
は
み
ん
な
ト

絆
い
に

，う
´
一
っ
て
五
Ｔ
り

合
う
懇
親
会
で
す
ｃ
こ
れ
も
８５
期
の

林
晴
子
さ
ん
の
司
会
で
、
関
東
同
窓

会
出
席
者
最
高
齢

。
原
崎
郁
平
先
輩

（
５１
期
）

に
よ
る
乾
杯

の
音
頭

で
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
窓
に
お
ろ
さ
れ
て
い
た
カ
ー

テ
ン
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
夜
の

東
京
を
照
ら
す
都
心
の
あ
か
り
が
飛

び
込
ん
で
き
ま
す
。
間
に
浮
か
ぶ
皇

居
、
内
堀
通
り
か
ら
東
京
タ
ワ
ー

ヘ

と
続
く
オ
フ
ィ
ー
ス
街
、
そ
の
間
を

縫

っ
て
流
れ
る
中
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

が
パ
ー
テ
ィ
ー
の
雰
囲
気
を
い

っ
そ

う
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
上
に
は
お
な
じ
み
シ
ゾ
ー

カ
の
黒
は
ん
ぺ
ん
と
わ
さ
び
漬
け
、

こ
れ
も
無
理
を
言

っ
て
静
岡
の
Ｏ
Ｂ

か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
静
岡
の
味
も
加
わ

っ
て

話
に
花
が
咲
き
、
時
の
た

つ
の
も
忘

れ
て
懇
親
の
輪
が
広
が

っ
て
い
き
ま

す
。締

め
く
く
り
は
逍
遥
歌
に
続
い
て

校
歌
斉
唱
で
す
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
は

母
校
の
姿
と
歌
詞
が
映
し
出
さ
れ
、

や
は
り
８５
期
の
応
援
指
導
部

・
山
田

晴
道
君
の
指
揮
に
よ
り
、
岳
南
健
児

を
意
気
た
か
ら
か
に
朗
々
と
歌
い
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
幹
事
も
８５
期
か
ら

８６
期
に
引
き
継
が
れ
、
す

っ
か
り
高

校
生
に
も
ど

っ
た
皆
さ
ん
は
、

「
さ

よ
う
な
ら
来
年
も
会
わ
ざ
あ
」
と
手

を
ふ

っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

請
演
テ
ー
マ

（抜
粋
）

「日
本
建
築
と
日
本
庭
園
、

出
会
い
と
こ
れ
ま
で
」

８５
期

望
月
　
敬
生

コ
ン
ニ
チ

ハ
、

８５
期
の
望
月
で
す
。

静
岡

。
浅
間
神
社

の
参
道
で
生
ま
れ

育
ち
、
臨
済
寺
で
遊
ん
だ
人
間
で
す

が
、
日
本
建
築
の
設
計
の
道
を
選
び

ま
し
た
。

早
稲
田
大
学

。
故
渡
辺
保
忠
先
生

の
も
と
で
十
二
年
間
修
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
平
成
元
年

に
独
立
、
主
に

寺
院
建
築
と
文
化
財

の
保
護
の
仕
事

に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
年
か

ら
は
日
本
庭
園
の
龍
居
竹
之
介
先
生

と
出
会
い
、
い
つ
の
間
に
か
日
本
建

築
と
日
本
庭
園
の
設
計
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
男
も
い
る
ん
だ
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
あ
ま
り
人
が
選
ば
な
い
道

で
す
が
、

こ
の
機
会
に
、
日
本
建
築

の
作
り
方
、
日
本
建
築
の
簡
単
な
見

方
、
日
本
庭
同
の
楽
し
み
方
な
ど
に

つ
い
て
お
話
で
き
れ
ば
、
と
思
い
ま

す
。日

本
建
築
、
日
本
庭
園
の
素
晴
ら

し
さ
は
、
あ
え
て
申
し
上
げ
ま
せ
ん

が
、

こ
だ
わ
り
で
有
名
な
両
先
生
か

ら
教
え
を
受
け
て
現
在
に
至

っ
て
い

ま
す
．
修
十
課
程
を
出
て
こ
の
世
界

に
入

っ
て
ち
ょ
う
ど
三
十
年
に
な
り

ま
す
。

静
高
を
卒
業
し
た
人
間
が
、
こ
ん

な
世
界
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ

て
い
た
だ
く
だ
け
で
幸
い
で
す
。
超

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
日
本
建
築
と
庭
園
は
手

造
り
の
世
界
で
す
。

こ
の
近
く
に
小
石
川
後
楽
目
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、

こ
こ
の
庭
園
は
文
化

財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

庭
に
か
か
る
東
と
西
の
美
し
い
石
橋

は
、
長
さ
５

・
５
メ
ー
ト
ル
、
橋
脚

の
無

い
石
橋
と
し
て
は
日
本
で
は
こ

の
二

つ
だ
け
で
す
。

修
復
に
関
わ

っ
た
の
で
す
が
、
日

本
庭
園
の
よ
さ
が
お
わ
か
り
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

っ

て
く
だ
さ
い
ｃ

身
近
に
日
本
の
よ
さ
が
実
感

で
き
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る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
今
で
は
世

界

へ
の
遺
産
修
復
ま
で
及
ん
で
き
て

い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
変

化
の
中
で
、
変
わ
ら
ず
に
守
り
伝
え

て
い
く

べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
り

一
層

幸
せ
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
四
十
四
年
静
岡
高
校
卒
業
、

昭
和
五
十
二
年
早
稲
田
大
学
建
築
学

科
修
上
課
程
卒
、
水
澤
工
務
店
就
職
、

昭
和
五
十
二
年
よ
り
早
稲
田
大
学
理

工
学
研
究
所

。
渡
辺
保
忠
先
生
師
事
。

平
成
元
年
、
望
月
敬
生
建
設
設
計
室
、

平
成
四
年
（有
）
歴
史
建
設
設
計
研
究

体
設
立
。

今
ま
で
行

っ
て
き
た
主
な
参
加
建

物
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

〈主
な
参
加
建
物
〉

修
業
時
代

都
有
形
文
化
財
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神

堂
修
理
工
事

（豊
島
区
）
高
幡
不
動

尊
五
重
塔

・
金
堂

（
Ｈ
野

――∫
）
早
雲

禅
寺
天
嶽
院
伽
藍
復
皿
（
（藤
沢
市
）

府
中
郷
上
の
森
田
中
家
住
宅
復
原
工

事

（府
申
市
）
大
本
山
永
平
寺
別
院

長
谷
寺
大
庫
院

（港
区
）

独

立

後

天
覧
山
能
仁
寺
伽
藍
整
備

（飯
能
市
）

萬
吉
山
松
月
院
伽
藍
整
備

（板
橋
区
）

天
羅
山
』具
盛
寺
伽
藍

・
境
内
整
備

（杉
並
区
）
特
別
史
跡

。
名
勝
小
石

川
後
楽
園
外
周
築
地
塀
他

（文
京
区
）

特
別
名
勝
六
義
園
正
門

・
染
井
門
他

（文
京
区
）
名
勝
貞
観
園
貞
観
堂
修

理
工
事

（柏
崎
市
）
世
界
遺
産
ル
ア

ン
プ
ラ
バ
ー
ン
保
健
学
校
大
教
室
修

復

（
ラ
オ
ス
）

再
選
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
　
清
水
　
江

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
役
員

一
同

力
を
合
わ
せ
て
、
静
中

。
静
高
関
東

同
窓
会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
決
意
で
す
。

関
東
同
窓
会
の
上
副
会
長
の
四
人

は
、
揃

っ
て
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
光
栄
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
二
年
間
を
か
え
り
み
ま
す
と
、

会
員
各
位
の
格
別
の
ご
協
力
に
よ
り

同
窓
会

の
事
業
は
看
実
に
進
ん
で
参

り
ま
し
た
。
懸
案
だ

っ
た
規
約
の
改

正
も
で
き
て
、
業
務
執
行
体
制
も
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
も

一
新
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
女
性
の
副
会
長
と
し

て
８３
期
の
久
野
淑
子
さ
ん
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
は
同
窓
会
の
運
営
上
画
期

的
な
こ
と
で
す
、
ま
た
多
年
監
事
と

し
て
重
責
を
果
た
さ
れ
た
松
下
晴

一

さ
ん
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新

た
に
監
事
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ

っ

た
人
石
脩
――ｌｊ
さ
ん

（
６７
期
）
に
は
、

鳥
巣
修
さ
ん

（
８９
期
）
と
と
も
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
役
員

一
同

力
を
合
わ
せ
て
、
静
中

・
静
高
関
東

同
窓
会
の
本
々
の
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
決
意
で
す
。
宜
し
く
お
願

い

中
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

８３
期

久
野
　
淑
子

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会
が
次
の

世
代
へ
続
く
よ
り
よ
い
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発

展
す
る
よ
う
微
力
を
尽
く
す
つ
も
り

で
す
。

８３
期
の
久
野
淑
子
で
す
。

こ
の
た

び
伝
統
あ
る
静
中

・
静
高
関
東
同
窓

会
の
副
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ｃ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く

だ
さ
い
。

思
え
ば
三
年
前
の
平
成
十
六
年
七

月
、
わ
た
し
は
次
年
度
総
会

の
担
当

幹
事
の
ひ
と
り
と
し
て
の
お
役
目
を

負
い
な
が
ら
、
神
円
の
中
央
大
学
記

念
館
の
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

２２
年
間
の
教
師
生
活
を
お
え
た
ば

か
り
で
、
ホ

ッ
と
し
な
が
ら
も
、
後

の
人
生

へ
の
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い

た
わ
た
し
は
、
そ
の
と
き
、
多
く
の

先
輩
方
と
出
会
う
こ
と
で
新
し
い
世

界
が
開
け
、
心
の
底

に
眠

っ
て
い
た

静
高
時
代
の
熱
い
思

い
が
、
き
の
う

の
こ
と
の
よ
う
に
甦

っ
て
く
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。

冒
頭
、
清
水
会
長
の
就
任
の
ご
挨

拶
の
中
で

「男
女
共
同
参
画
時
代
に
、

わ
が
関
東
同
窓
会
に
女
性
の
役
員
が

い
な
い
の
は
お
か
し
い
。
自
分
の
任

期
中
に
女
性
役
員
を
誕
生
さ
せ
た
い
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
そ
の
役
を
自
分
が
担
う
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
ｃ

そ
の
後
、
当
番

期
に
な

っ
た
平
成

卜
七
年
度
総
会
の

幹
事
役
も
無
事

つ

と
め
終
え
、
後
輩

へ
の
引
き
継
ぎ
も

経
験
し
、

こ
の
会

の
絆
の
強
さ
を
痛

感
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
や

っ
と
副

会
長
と
い
う
人
役

を
引
き
受
け
る
決

心
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
静

中

・
静
高
関
東
同

窓
会
が
次
の
世
代

へ
続
く
よ
り
よ
い

コ
ミ
、ニ
ュ
ニワ
ー
ンヽ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、

ま
す
ま
す
発
展
す

る
よ
う
微
力
を
尽

く
す
つ
も
り
で
す
。

会
員
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
し

ま
す
。

再
任
、
新
任
さ
れ
た
会
長
、
副
会

長
は
以
下
の
通
り
。

写
真
前
列
、
右
　
清
水
江

（５９
期
）

会
長
、
左
　
久
野
淑
子

（
８３
期
）
副

会
長
、
後
列
右
か
ら
野
方
重
人

（
７７

期
）
副
会
長
、
児
島
英
男

（
６７
期
）

副
会
長
、
浦
田
彰

（
７１
期
）
副
会
長

（神
円
の
野
方
法
律
事
務
所
で
撮
影
）
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三
木
卓
さ
ん
を
祝
う
会

７６
期

斎
藤
　
俊
英

日
本
芸
術
院
営
Ｔ

恩
賜
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
し
て
、
演
劇

研
究
家
の
河
竹
登
志
夫
さ
ん
や
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
川
静
夫
さ

ん

（
６７
期
）
、
柳
沢
伯
夫
労
働
大
臣

（７０
期
）
ら
が
集
ま
っ
た
。

静
高
７０
期
の
詩
人
で
作
家
の
三
木

卓
さ
ん

（本
名

・
冨
田
二
樹
）
が
、

六
月
に
日
本
芸
術
院
賞

・
恩
賜
賞
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
し
て
、

七
月
七
日
の
午
後
、
横
浜
駅
西
日
の

横
浜

エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
、
静

高
Ｏ
Ｂ
が
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。

二
木
さ
ん
は
、
ご
存
知
の
通
り
、

芥
川
賞
を
は
じ
め
Ｈ
賞
、
毎
日
芸
術

賞
、
藤
村
記
念
歴
程
賞
、
蓮
如
賞
な

ど
数
多
く
の
賞
を
次

々
と
受
賞
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
日
本

の

文
化
芸
術
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

た
人
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
た
い
へ
ん

大
き
く
重
い
賞

で
す
。

そ
こ
で
三
木
さ
ん
が
毎
月

ェ
ッ
セ

イ
を
連
載
し
て
い
る

か
ま
く
ら
春
秋
社
が

主
唱
し
て
、
演
劇
研

究
家
の
河
竹
登
志
夫

さ
ん
や
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
川

静
夫
さ
ん

（
６７
期
）
、

小
学
館
、
集
英
社
、

か
ま
く
ら
春
秋
社
の

人
々
が
呼
び
か
け
人

に
な

っ
て

「
三
木
卓

さ
ん
の
日
本
芸
術
院

賞
受
賞
を
お
祝
い
す

る
会
」
が
開
か
れ
た
。

当
日
は
三
十
名
ほ
ど

の
三
木
さ
ん
の
親
し

い
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

静
高
Ｏ
Ｂ
も
参
会
者

の
半
数
を
占
め
て
い

ま
し
た
．

会
は
浦
田
彰
さ
ん

（
７１
期
）

の
司
会

で
始
ま
り
、
山
川

静
夫
さ
ん
が
呼
び
か
け
人
を
代
表
し

て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の
名
調
子
で

ご
挨
拶
を
さ
れ
、
続
い
て
国
会
活
動

に
た
い

へ
ん
忙
し
い
中
を
出
席
さ
れ

た
二
木
さ
ん
と
同
期
の
柳
沢
伯
夫
労

働
大
臣

（
７０
期
）
が
祝
辞
を
述

べ
ら

れ
た
。

そ
し
て
三
木
さ
ん
の
早
稲
田
大
学

在
学
中
の
恩
師
だ

っ
た
河
竹
登
志
夫

さ
ん
が
恩
賜
賞
受
賞
を
祝

っ
て
音
頭

を
取
り
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
二
木
さ
ん
が
作
家
の
創

作
活
動

の
ご
苦
労
を
語
り
、
受
賞
の

喜
び
と
と
も
に
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
女
優
の
牧
三
千
子
さ
ん

が

『
か
ま
く
ら
春
秋
』
７
月
号
か
ら

一
木
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

「
鎌
倉
そ
の

目
そ
の
日
」
を
朗
読
．

コ
ン
ビ

ニ
か

ら
重
い
原
稿
を
札
束
だ
と
い

っ
て
宅

配
使
で
送

っ
た
と
き
の
ユ
ー
モ
ア
た

っ

ぷ
り
の
話
か
ら
は
じ
ま
る

エ
ッ
セ
イ

の
朗
読
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
三
木
さ
ん
の
自
伝
的
小
説

『
柴

笛
と
地
図
』
に
登
場
す
る
面

々
も
交

え
て
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
歓

談
が
続
き
、
最
後
に
〓
木
さ
ん
を
囲

ん
で
河
竹
さ
ん
と
静
高
Ｏ
Ｂ
が
集
ま

っ

て
記
念
写
真
に
収
ま
り
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

追
記
　
二
木
さ
ん
は
十
二
月
十
五
日

付
で
日
本
芸
術
院
会
員
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

（
写
真
前
列
中
央
　
二
木
さ
ん
、
右

柳
沢
さ
ん
、
左
は
河
竹
さ
ん
）

テ

ニ
ス
部

関
東
Ｏ
Ｂ
有
志
の
会

６７
期

児
島
英
男

第
十
五
回
テ
ニ
ス
会

は
平
成
十
九
年
十

一
月

二
十
日
（火
）
明
治
神
宮

外
苑
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
、

秋
晴
れ
絶
好
の
テ

ニ
ス

日
和
の
中
、
全
員
楽
し

い
プ
レ
ー
に
興
じ
た
。

い
つ
も
お
元
気
で
プ

レ
ー
さ
れ
る
清
水
江
氏

（
５９
期
）
、
諸
円
貧
氏

（６１
期
）、
美
し
い
フ
ォ
ー

ム
で
プ
レ
ー
さ
れ
る
大

河
内
久
氏

（
７３
期
）
、

静
岡
テ
ニ
ス
協
会
会
長

と
し
て
活
躍
し
て
い
る

柳
沢
学
氏

（
６８
期
）
、

も
静
岡
か
ら
参
加
さ
れ

九
気
に
ブ
レ
ー
さ
れ
た
。

女
子
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
吉
野
文
江
氏

（
８４
期
）
も
、
見
事
な
プ
レ
ー
を
さ

れ
て
い
た
っ

夜
は
北
青
山
の
中
華
料
理
店

『
日

比
谷
園
・一
で
懇
親
会
を
開
催
、
児
島

の
司
会
で
始
ま
り
、
清
水
氏
の
乾
杯

で
宴
会
に
入

っ
た
３

柴
田
克
朗

（
６３
期
）
か
ら
終
戦
直

後
、
住
友
の
校
舎
で
テ
ニ
ス
部
を
復

活
さ
せ
た
苦
労
話
等
、
昔
話
に
花
が

咲
き
、
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で
楽

Ｔ

Ｅ

Ｎ

Ｎ

ｉ

Ｓ

揃いのテニスウ
エアでお洒落も
楽しむ   >

く夜は日比谷花壇で懇親会

し
い

一
夜
を
過
ご
し
、
ま
た
の
再
会

を
誓

っ
て
散
会
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
次
の
通
り
。

清
水
江

（５９
期
）、
諸
田
実

（６１
期
）
、

柴
田
克
朗

（
６３
期
）
、
岡
村
英
二
郎

（
６７
期
）
、
柳
沢
学

（
６８
期
）
、
立
花

一姓

一

（６８
期
）、
増
井
良
敏

（６８
期
）
、

清
水
雅
彦

（
７２
期
）
、

山
中
博
司

（
７３

期
）
、
大
河
内
久

（
７３
期
）
、
吉

野
文
江

（
８４
期
）
、
成
岡
和
美

（
８６

期
）
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十
■
一］
〓■
■
■
一■
二
●
二
■
上
■
十
十

静

岡

の

万

葉

を

歩

く

（
三
十

五
）

５１
期
　
原
崎
　
郁
平

浜
松
市
天
竜
区
三
ケ
ロ
町
三
ケ
日

中
学
校
の
校
庭
に
次
の
二
つ
の
歌
を

刻
ん
だ
万
葉
歌
碑
が
立

っ
て
い
る
ｃ

之
れ
台
潤
の
晟
と

贅

の
浦
と

あ

ひ

て
し

あ

ら

ば

言
も
逍
は
むこ

β

ｌ

日

メ

著

ガ

カ

巻
二
十

ｏ
四
三
二
四

子
不

の
し`筆を

こ
の
向

つ
十

の

の

洲
に

つ
く
ま
で

君
が
蛉
も
か
も

巻
十
四

。
二
四
四
八

昭
和
五
十
七
年
二
月
五
Ｈ
　
建
立

建
立
者
　
一一
ケ
日
中
学
校
後
援
会

・

Ｐ
Ｔ
Ａ

揮
一宅
者
　
加
藤
信
行

（元
教
育
長
）

歌
碑
は
寸
法
縦
百
四
十
セ
ン
チ

・

横
二
百
三
十
セ
ン
チ
の
自
然
石
で
、

縦
七
十
セ
ン
チ

・
横
百
十
セ
ン
チ
の

黒
御
影
石
に
本
文
が
刻
ん
で
あ
る
。

歌
の
大
意
は

「
こ
こ
浜
名
湖
に
見

え
る
自
羽
の
磯
と
贄
の
浦
が
近
く
に

あ
る
よ
う
に
　
私
と
あ
な
た
の
距
離

が
近
く
で
あ
れ
ば
話
も
は
ず
む
の
に

な
あ
」

「
花
が
散

っ
て
い
る
、
花

の
命
は

短
く
と
も
　
あ
な
た
の
命
は
乎
那
の

峰
が
ず

っ
と
長
く
延
び
て
、
あ
の
湖

の
洲
に
埋
ま

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
長

く
生
き
て
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
」

碑
裏

の
言
葉

「
日
本
国
民
は
千
三

百
年
も
前
に
優
れ
た
民
族
的
文
化
を

も
ち
、
そ
の
輝
か
し
い
金
字
塔
と
し

て

「
万
葉
集

一
を
残
し
た
。
「
万
葉

集
」
は
世
界
の
文
学
史
上
に
類
例
を

み
な
い
優
秀
な
古
典
で

あ
り
貴
重
な
精
神
的
遺

産
で
あ
る
。
私
た
ち
は

「
万
葉
集
」

に
よ

っ
て

遠
い
祖
先
の
息
づ
か
い

に
触
れ
、
先
人

の
魂
の

叫
び
を
聴
き
、
そ
の
生

命
の
リ
ズ
ム
に
共
感
じ

て
き
た
。
今
こ
こ
に
、

ふ
る
さ
と
ニ
ケ
ロ
の
自

然
と
歴
史
の
中
で
歌
わ

れ
て
き
た
万
葉
の
短
歌

二
首
を
碑
に
刻
み
、
ま

た
、
ふ
る
さ
と
の
山
野

に
自
生
す
る
万
葉
の
値

物
を
集
め
て
祖
先
の
美

し
い
心
情
を
慕
わ
ん
と
、

わ
が
三
ケ
日
中
の
校
庭

に

「
ふ
る
さ
と
万
葉
の

広
場
」
を
完
成
し
た
。

こ
い
ね
が
わ
く
ば
、
本

校
に
学
ぶ
生
徒
の

一
人
び
と
り
が
、

万
葉
の
歌
の
こ
こ
ろ
を
そ
し
て
、
祖

先
の
精
神
的
遺
産
を
素
直
に
う
け
と

め
て
こ
れ
を
育
成
し
、
さ
ら
に
、
後

世

へ
と
永
遠
に
伝
え
て
行
か
ん
こ
と

を
。昭

和
五
十
七
年
二
月
吉
日
　
こ
れ

を
建

つ
」

歌
碑

の
所
在
地
は
天
竜
浜
名
湖
鉄

道
、
三
ケ
日
駅
の
南
束
徒
歩
約
十
分

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
校
舎
の
南
は
猪

鼻
湖
畔
に
近
い
。

Ｇ

Ｏ

Ｌ

Ｆ

印
高

（静
中
静
高
）

関
東
同
窓
会
ゴ
ル
フ
会

十
　
月
十
九
日
、

い
つ
も
の
川
崎

国
際
生
田
緑
地
ゴ
ル
フ
場
に
て
好
天

に
恵
ま
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ
最
近

は
参
加
者
減
少
に
開
催
継
続
も
心
配

さ
れ
た
が
、
今
回
は
常
連

の
不
参
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
第

一
回
優
勝
者

の

調
子
達
郎
さ
ん

（
７０
期
）
や
８２
期
の

秋
山
好
さ
ん
の
参
加
を
得
て
な
ご
や

か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
に
ス
コ
ア
ー
は
い
ま

一
つ
で

し
た
が
、
年
齢
不
間
の
今
回
は
優
勝

者
２
人
と
い
う
珍
事
も
発
生
し
ま
し

た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

一
位
　
大
石
次
男

（６１
期
）
７６

・
６
、

一
位
　
荒
谷
じ

つ
子

（
６８
期
）
７６

・

６
、
三
位
　
大
石
康
博

（６８
期
）
７７

・

０
。
な
お
清
水
照
彦

（
６１
期
）
、
大

岩
蓮
、
松
永
秀
夫

（と
も
に
７７
期
）

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
４
月
～
６
月
の
間
に
行
う

予
定
で
す
ｃ
開
催
継
続
の
た
め
に
は

若
手
の
参
加
を
切
に
望
み
ま
す
。

幹
事

。
７７
期
　
清
水

雅
尚

イ乞
散
ら
め、

☆
お
詫
び
と
訂
正

前
同
号

（
６３
号
）
６
ペ
ー
ジ
に

「
顔
写
真
を
大
き
く
掲
載
し
ま
し

た
」
と
い
う
朝
比
奈
正
三
さ
ん
の

同
期
会
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

記
事
中
に
は
６６
期
と
あ
り
ま
し
た

が
実
際
は
５９
期
の
間
違
い
で
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。
中
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
っ
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同
期

・
同
窓
会

い
ろ
い
ろ
情
報

「ゴ

ル

フ
」
と

「飲

み
会
」

６４
期
　
佐
野
　
旭

第
４６
回
秋
の
ゴ
ル
フ
会
は
、
足
柄

森
林

ｃｃ
で
関
東
側
か
ら
七
人
、
静
岡

か
ら
八
人
が
参
加
し
て
十
月
十
日
～

十

一
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
実
施

し
た
。

当
日
は
、
み
ん
な
の

「
平
素
の
心

掛
け
の
良
さ
」
か
ら
、
予
報
に
反
す

る
好
天
と
な
り
、
ト
シ
を
忘
れ
て
右

に
左
に
と
、　
一
日
楽
し
く
ボ
ー
ル
と

戯
れ
た
。

優
勝
は
、
村
上
喜
代
二
君
、
グ

ロ

ス
９３
、
ネ

ッ
ト
７９
で
ベ
ス
グ

ロ
賞
も

併
せ
て
獲
得
。
な
ん
と
今
回
が
初
優

勝
。
そ
う
い
え
ば
以
前

「
盾
は
貰

っ

て
い
る
け
ん
な
、
オ
ラ
ー
優
勝
は
ネ

ー
ダ

ヨ
」
と
言

っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
た
。
因
み
に
準
優
勝
は
２
回
あ

る
。出

だ
し
の
１
番
ホ
ー
ル
と
１８
番
ホ
ー

ル
で
ツ
マ
ズ
キ
、
２
打
差
で
ベ
ス
グ

ロ
に
及
ば
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

は
６１
期
の
清
水
照
彦
先
輩
。

３１
回
大

会
か
ら
の
参
戦
で
す
が
、
２
回
の
優

勝
暦
を
持

つ
。

準
優
勝
は
、
当
会
発
足
当
時
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
６１
期
の
大

石
次
男
先
輩
、
グ

ロ
ス
ー
０
３
、
ネ

ッ

ト
８５
の
成
績
。
過
去
優
勝

・
準
優
勝

各
２
回
の
実
力
を
今
回
も
見
せ
て
く

れ
た
。

３
位
は
時
田
勝
博
君
、
大
石
先
輩

と
同
ネ

ッ
ト
だ

っ
た
が
年
齢
差
で

一

歩
譲
る
。
ブ
ー
ビ
ィ
は
六
年
振
り
に

参
加
し
た
佐
藤
弘
幸
君
。
久
し
ぶ
り

と
あ

っ
て
、
新
通
小
学
校
同
期
の
稲

森
照
男
、
永
田
進

一
、
時
田
勝
博

の

三
君
と
ペ
ア
リ
ン
グ
し
た
の
が
良
か

っ

た
か
？
悪
か

っ
た
か
？
。

石
原
良
昭
君
は
１
打
差
で
ブ
ー
ビ
ー

一
歩
手
前
。

１０
位

の
当
日
賞
は
漆
畑

茂
君
。

ニ
ア
ピ
ン
は
漆
畑
輝
夫
、
小

川
哲
司
、
山
本
和
彦
の
三
君
と
佐
野

旭
。い

つ
も
の
ゴ
ル
フ
が
全
く
出
来
ず
、

苦
戦
の
末
体
調
不
良
で
後
半
リ
タ
イ

ヤ
し
た
伊
藤
剛
君
。
そ
の
後
を

一
寸

心
配
し
た
が
、
後
日

「
十

一
日
昼
過

ぎ
ま
で
寝
て
、
す

っ
か
り
回
復
し
た
」

と
の
報
に

一
安
心
。

表
彰
式

は

コ
ー
ヒ
ー
で
済
ま
せ

「
初
め
て
の
道
路
は
暗
く
な
ら
な

い

う
ち
に
…
…
」
と

一
行
十
人
は
地
図

を
頼
り
に
当
夜
の
宿
泊
地
山
中
湖

マ

ウ
ン
ト
富
士

へ
。
稲
森
、
永
田
、
小

川
、
時
田
、
伊
藤
の
５
君
は
泊
れ
ず

帰
宅
、
し
か
し
自
宅
か
ら
直
行
の
伸

野
実
君
と
合
流
。

天
然
温
泉
で
十
分
に
疲
れ
を
癒
し

た
後

「喜
寿
の
飲
み
語
る
会
」
ス
タ
ー

ト
。
野
澤
正
憲
君
の
骨
折
り
で
、
会

食
は
個
室
を
用
意
し
て
も
ら
う
ｃ

こ

こ
で
ま
た
清
水
先
輩
か
ら
、
春
に
続

い
て
万
寿

一
の
新
品
種

「
で
ん
じ
ろ

う
」

（
間
違

っ
て
い
た
ら
ご
免
な
さ

い
）
を
振
舞

っ
て
い
た
だ
き
乾
杯
ｃ

豪
華
な
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
追

加
自
由
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
口
舌
は
滑

ら
か
。
近
況
、
懐
旧
談
に
花
が
咲
き
、

予
定
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ

お
開
き
と
な

っ
た
。
が
、
そ
の
後
も

清
水

。
大
石
先
輩
の
部
屋
に
大
勢
の

「
ブ
レ
イ
モ
ノ
」
が
押
し
か
け
珍
談
、

奇
談
、
放
談
の
仕
放
題
…
。
部
屋
の

ア
ル
ジ
の
両
先
輩
に
促
さ
れ
て
や

っ

と
散
会
、
就
眠
と
な

っ
た
。

翌
朝
は
、
朝
日
を
浴
び
る
雄
大
な

富
士
、
静
寂
な
山
中
湖
を

一
望
し
て

の
入
浴
、
朝
食
と
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
シ

ュ
し
、
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
午

前
十
時
、
来
春
の
再
会
を
約
し
家
路

に
つ
い
た
。

「病
気
、
健
康
の
話
は

駄
目
だ

っ
た
の
に
」

６４
期
　
長
島
　
健

年
に

一
度
、
互
い
に
ま
み
え
る
と

い
う
彦
星
、
織
姫
の
故
事
に
な
ら
い
、

我
々
の
関
東
同
窓
会
は
毎
年
七
夕
の

宵
に
集
ま

っ
て
い
た
ぅ
と
こ
ろ
が
今

年
は
例
年

の
会
場
で
あ
る
人
の
川
な

ら
ぬ
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
近
く
の
酒
房

「
道

灌
か
が
り
」
の
予
約
が
取
れ
な
か

っ

た
た
め
、
翌
日
の
七
月
八
日
の
昼
に

変
更
さ
れ
た
ｃ

こ
の
会
合
は
、
昭
和
三
十
三
年
以

来
の
五
十
回
目
に
当
た
る
。
ま
た
今

年
は
同
期
生
の
ほ
と
ん
ど
が
七
十
七

歳
の
喜
寿
を
迎
え
た
年
で
も
あ
る
．

な
お
静
中
の
最
後
の
四
年
終
了
で
旧

制
高
校
な
ど

へ
行

っ
た
者
に
と

っ
て

は
、
学
校
を
去

っ
て
六
十
年
目
の
還

暦
に
相
当
す
る
年
で
も
あ
る
。

同
期
会
は
十

一
時
か
ら
始
ま
り
、

在
関
東
の
十
四
名
、
静
岡
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
五
名
、
合
計
十
九
名

が
集
ま

っ
た
。
し
か
し
昨
年
の
在
関

64期 は喜寿を迎える年、
ゴルフに飲み会と会合
が多い

″最
短
で
も
喜
の
字
ま
で
は
続
け
よ

う
″
と
い
っ
て
い
た
ゴ
ル
フ
の
会
も
、

一
先
ず
目
標
を
ク
リ
ア
し
、
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
、
次
回
か

ら
は
優
勝
、
準
優
勝
の
盾
の
用
意
は

し
な
い
つ
も
り
。
よ
り

一
層
の

「
語

り
、
笑

い
、
楽
し
い
」
ゴ
ル
フ
に
…

…
、
と
願

っ
て
い
る
。
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束
の
十
八
名
、
静
岡
七
名
、
計
二
十

五
名
に
比

べ
る
と
さ
み
し
い
。
や
は

り
こ
れ
も
時
の
流
れ
で
あ
ろ
う
か
。

最
初
会
長
の
野
澤
正
憲
君
か
ら
、

本
日
の
会
合
が
い
つ
も
と
異
な

っ
た

日
と
時
間
に
な

っ
た
こ
と
の
説
明
が

あ
り
、
次
回
を
如
何
に
開
催
す
る
か

に
つ
い
て
皆
の
意
見
を
求
め
た
ｃ
そ

の
結
果
、
従
来

の
経
緯
や
同
期
生
の

ほ
と
ん
ど
が
時
間
の
余
裕
が
で
き
た

こ
と
、
夜
間
で
の
事
故
防
止
な
ど
を

考
慮
し
て
、
七
月
七
日
に
当
会
場
で

行
う
こ
と
に
決
ま

っ
た
。
ま
た
本
日

欠
席
の
準
会
員
で
あ
る
松
島
玲
子
さ

ん

（
６９
期
）
よ
り
、
我
々
の
喜
寿
の

祝
い
と
し
て
各
人
に
ビ
ー
ル
券
の
贈

呈
が
あ

っ
た
こ
と
、
石
原
良
昭
君
か

ら
静
岡
名
産
の
黒
は
ん
ぺ
ん
を
い
た

だ
い
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ

っ
た
。

続
い
て
、
世
話
人
の
岩
本
吉
雄
君

か
ら
同
期
生
の
生
死
に
つ
い
て
調
査

の
依
頼
な
ど
が
あ

っ
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
島
田
の
吉
井
駿
亮

君
が
と
り
、
互
い
の
健
康
を
祝
し
、

ま
た
祈
願
し
た
。

次
に
静
岡
の
同
期
会
事
務
局
長
の

海
野
安
弘
君
か
ら
、
全
同
期
生
二
百

七
十
人
の
う
ち
、
生
存
者
は
百
七
十

人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
先
日
の
静
岡

同
期
会

へ
の
出
席
は
五
十
名
で
あ

っ

た
と
静
岡
の
近
況
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
ま
た
卜

一
月

の
同
窓
会
総
会

ヘ

の
出
席
要
望
が
述

べ
ら
れ
た
。
世
話

人
の
佐
野
旭
君
か
ら
十
月
の
ゴ
ル
フ

会
開
催

の
お
知
ら
せ
の
後
、
宴
会
が

始
ま

っ
た
。
そ
の
合
間
を
縫

っ
て
各

人
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

か

つ
て
は

「
病
気
の
こ
と
、
健
康

の
こ
と
は
話
さ
な
い
。
発
言
時
間
は

三
分
以
内
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た

が
、
出
席
者
の
健
康

へ
の
関
心
が
高

か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
鉄
則

も
次
第

に
変
わ
り
、
今
回
は
健
康
、

病
気
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
が
多

か

っ
た
。

な
か
で
も
塚
本
光
彦
君
か
ら
、
前

立
腺
の
病
に
つ
い
て
初
め
診
断
を
受

け
た
医
者
が
、
ア
メ
リ
カ

ヘ
行
き
学

ん
で
き
た
新
技
術

の
放
射
線

ヨ
ー
ド

埋
蔵
に
よ
る
手
術
を
、
数
年
後
た
ま

た
ま
当
該
医
者
か
ら
受
け
、
今
は
良

く
な

っ
た
と
い
う
不
思
議
な
め
ぐ
り

合
せ
や
興
味
深
い
手
術
の
話
が
あ

っ

た
。
同
病
に
悩
む
海
野
君
や
岩
本
君

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
談
や
質
問
が

飛
ん
だ
。

ま
た
益
津
尚
文
君
は
、
脳
内
出
血

が
あ

っ
た
が
幸
い
に
も
静
脈
で
あ

っ

た
の
で
、
手
術
に
よ
り
後
遺
症
も
無

く
回
復
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
従
来
百
二
十
歳
ま
で
生
き
る

と
い

っ
て
い
た
仲
野
賞
君
か
ら
は
、

そ
れ
を
八
十
歳
に
変
更
す
る
が
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
り
、
行
き
た
い
所

へ
行
き
た
い
。
永
田
進

一
君
は
今
日

が
誕
生
日
で
七
十
七
歳
、
今
も
元
気

だ
が
無
理
を
し
な
い
で
ゆ

っ
く
り
生

き
る
。
石
原
良
昭
君
は
毎
日
ゴ
ル
フ

の
ク
ラ
ブ
を
振

っ
て
い
る
。
松
下

一

男
君
は
講
演
な
ど
を
聞
き
毎
月
忙
し

く
暮
ら
し
て
い
る
。
長
島
は
、
耳
が

遠
く
な

っ
た
が
無
事
に
過
ご
し
て
い

る
。
等
々
と
の
結
構
な
話
も
多
か

っ

た
。竹

内
豊
君
、
村
松
敏
雄
君
か
ら
は

静
中

へ
の
転
校
生
の
思
い
出
の
話
が

あ

っ
た
。
異
色
だ

っ
た
の
が
長
谷
川

直
和
君
の
話
し
。
曲
芸
を
す
る
蚤
を

如
何
に
訓
練
し
て
作
り
上
げ
る
か
と

い
う
話
だ
が
、
そ
の
話
の
蚤
を
パ
ン

ト

マ
イ
ム
で
演
技
し
た
の
が
、
絵
画

の
二
科
会

へ
入
選
し
た
こ
と
も
あ
る

芸
術
家
の
栗
田
行
雄
君
。
所
用
に
よ

り
佐
藤
弘
幸
月
が
早
退
し
た
が
、
本

日
の
開
催
が
夜
と
勘
違
い
し
た
鈴
木

明
郎
君
が
登
場
し
、
会
は
益
々
賑
や

か
に
な

っ
た
。
鈴
木
君
は
、
清
水
港

の
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
が
港
の
中
心
に

あ
る
経
緯
や
、
新
し
い
静
岡
空
港
を

ニ
ト
四
時
間
国
際
航
空
貨
物
を
取
り

扱
う
空
港
に
し
て
静
岡
県
を
発
展
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
壮
大
な
提

案
を
述

べ
た
。

渡
邊
靖
君
か
ら
の
、
静
高

の
野
球

部
が
振
る
わ
な
い
の
は
監
督
が
よ
く

な
い
の
で
は
な
い
か
の
発
言
を
き

っ

か
け
と
し
て
、
海
野
君
を
は
じ
め
多

く
の
人
か
ら
提
案
が
出
さ
れ
、
同
期

の
櫻
井
同
窓
会
長
に
静
高
野
球

の
改

革
を
推
進
す
る
よ
う
お
願

い
す
る
こ

と
と
な

っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
楽

し
い
時
間
も
過
ぎ
て
、
最
後
に
校
歌

斉
唱
で
散
会
と
な

っ
た
。
今
回
は
世

話
人
の
計
ら
い
で
、
雷
門
の

「
お
こ

し
」
を
お
土
産
に
い
た
だ
い
た
。

こ

の
よ
う
な
お
互
い
に
楽
し
く
巡
り
合

う
七
夕
を
い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
。

６７
友
楽
会６７

期
　
手
塚
　
重
明

会
合
は
五
年
に

一
度
で
は
間
隔
が

開
さ
す
ぎ
、
三
年
に

一
度
、
い
や
二

年
に

一
度
と
喧
し
い
意
見
の
応
酬

昭
和
二
十
六
年
卒
業
の
関
東
圏
内

に
居
住
す
る
有
志
数
名
で
平
成
４
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
６７
友
楽
会
も
、
早

く
も
十
五
年
の
星
霜
を
経
て
、
い
ま

や
母
校
愛
と
友
の
絆
の
結
束
も
堅
く

志
を
同
じ
く
す
る
会
員
が
毎
年
春

・

秋
の
年
２
回
、
か

つ
て
の
麒
隣
も
お

互
い
に
薄
く
な

っ
て
き
た
頭
髪
に
同

情
し
た
り
、
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
も
、

当
番
幹
事
設
営
の
料
理
と
お
酒
で
、

健
康
で
の
再
会
を
喜
び
合

っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
、
静
高
関
東
同
窓
会
に
は
当

会
十
九
名
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
児

島
英
男
君

（副
会
長
）
、
大
石
脩
而

君

（監
査
役
）
、
ま
た
幹
事
と
し
て

朝
比
奈
正

三
君
、
小
杉
弘
君
、
鈴
木

敏
行
君
の
〓
名
が
選
ば
れ
て
積
極
的

に
協
力
、
活
曜
し
て
い
ま
す
。
静
高

関
東
同
窓
会
に
出
席

の
折
に
は
、
ど

う
ぞ
前
記
の
幹
事
か
ら
６７
友
楽
会
の

情
報
を
聴
取
し
て
く
だ
さ
い
。

当
６７
友
楽
会
の
メ
ン
バ
ー
は
前
述

五
名
の
他
に
遠
藤

一
彦
、
岡
村
英
二

郎
、
川
Ｌ
剛
二
、
河
日
正
義
、
黒
石

聖

一
、
黒
円
秀
辛
、
小
坂
博
、
小
杉

謙

一
、
長
倉
孝
三
、
増
田
安
国
、
矢

部
隆
、
山
岡
進
、
吉
野
亨
、
手
塚
重

明
ら
の
諸
兄
が
お
り
ま
す
。

当
６７
友
楽
会

の
行
事
と
し
て
五
年

に

一
度
は

一
泊
清
遊
旅
行

（今
ま
で

三
回
実
施
）
で
温
泉

に
浸
り
、
地
元

の
料
理
と
酒
で
心
置
き
な
く
童
心
に

か
え

っ
て
浩
然
の
気
を
養
う
の
を
目

的
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
残
り
時
間
を
計
算
す
る
と
、
「
五

年
に

一
度

で
は
間
隔
が
開
き
す
ぎ
、

二
年
に

一
度
、

い
や
二
年
に

一
度
」

と
喧
し
い
意
見
の
応
酬
で
埒
が
あ
か

ず
、
結
局
は
次
国
の
幹
事

一
任
で
幕

を
閉
じ
た
訳
で
す
が
、
静
高
卒
業
後

六
十
年
近
く
に
な

っ
て
も
議
論
好
き

の
学
生
時
代
の
癖
は
直
り
ま
せ
ん
。

掲
載

の
写
真
は
十

一
月
十
四
Ｈ
、

池
袋
の
某
料
亭

（実
は
そ
ば
屋
）
に

て
第
３１
回
の
会
合
の
時
の
記
念
写
真

で
す
。
懐
か
し
い
顔
、
見
覚
え
の
あ

る
友
人
が
見

つ
か
り
ま
し
た
ら
是
非

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

当
会
は
入
会
金
も
定
額
会
費
も
な

く
、
た
だ
年
二
回
の
会
合
の
都
度
、

当
日
の
酒
肴
代
の
精
算

（割
り
勘
）

で
決
済
し
て
い
る
明
朗
会
計
で
、
ま
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さ
に
肝
胆
相
照
ら
す
同
期
生
の
話
題

に
富
み
、
実
り
と
楽
し
み
に
溢
れ
た

岳
南
健
児
の
心
意
気
充
満
の
魅
力
的

な
会
で
す
。

会
合

の
場
所
も
当
番
幹
事

一
任
で

す
か
ら
、
利
便
性
の
い
い
都
心
で
あ

っ

た
り
、
ま
た
清
浄
な
空
気
の
郊
外
で

あ

っ
た
り
、
は
た
ま
た
料
理
も
日
本

料
理
、
中
華
料
理
、
西
洋
料
理
、
ま

た
得
体
の
知
れ
な
い
エ
ス
ニ
ッ
ク
料

理
な
ど
多
彩

で
、
当
番
幹
事

の
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

ま
た
静
岡
の
同
窓
会
、
同
期
会
と

の
接
触
も
小
杉
弘
君
が
中
心
に
な

っ

て
幅
広
く
触
角
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
の
で
、
仲
間
の

消
息
、
学
校
行
事
な
ど
の

静
岡
情
報
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
ど
う
か
６７
期
卒
業

生
の
６７
友
楽
会

へ
の
参
加
、

入
会
を
心
か
ら
お
勧
め
し
、

併
せ
て
静
高
関
東
同
窓
会

の
更
な
る
発
展
を
祈
念

い

た
し
ま
す
。

（計
）
同
期
の
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
と
し

て
大
活
躍
し
た
鳥
居
滋
夫

君
が
二
月
に
、
ま
た
加
藤

友
行
君
が
八
月
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
哀
悼
に
堪
え

ま
せ
ん
。

な
お
当
日
の
参
加
者
は

以
ド
の
通
り
。
朝
比
奈
正
三
、
岡
村

英
二
郎
、
大
石
脩
而
、
河
日
正
義
、

黒
石
聖

一
、
児
島
英
男
、
小
杉
謙

一
、

小
杉
弘
、
鈴
木
敏
行
、
手
塚
重
明
、

増
円
安
国
、
山
岡
進
、
吉
野
亨
。

青
木
庄

二
郎
君
の
こ
と

７１
期
　
浦
田
　
彰

古
希
を
超
え
て
ま
す
ま
す
血
気
盛

ん
、
五
木
寛
之
氏
が
提
唱
す
る
充
実

し
た
老
齢
期
の

〃林
住
期
″
を
元
気

に
生
き
る
７１
期
生
の

一
人
の
生
き
方

を
紹
介

卒
業
か
ら
半
世
紀
と
２
年
、
社
会

へ
の
義
理
を
果
た
し
終
え
、
さ
ま
ざ

ま
に
第
二
、
第
二
の
人
生
を
生
き
て

い
る
同
期
生
の
中
で
、
日
頃
私
が
こ

れ
は

「
え
ら
い
奴
」
と
感
服
し
て
い

る
同
期
生
の
話
で
す
。

旧
聞
な
が
ら
、
去
る
十
月
十
八
日
、

銀
座
の
東
京
都
中
小
企
業
会
館

の
９

階
の
講
堂
で
は
１
０
０
人
を
越
す
人

た
ち
の
熱

っ
ぱ
い
視
線
が
壇
上
に
注

が
れ
て
い
ま
し
た
。

「
起
業
推
進
ク
ラ
ブ
」

の
１
１
０

回
例
会

で
す
。
壇
上
で
聴
衆
以
上
に

熱

っ
ぼ
く
語

っ
て
い
る
の
は
本
国
の

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
新
電
電
事
業
協
同
組

合
の
Ｋ
さ
ん
。
テ
ー
マ
は

「
Ｃ
Ｏ
と

経
費
削
減
に
貢
献
す
る
蛍
光
灯
の
紹

介
」
。
続

い
て
仰

エ
コ
２
４
の
Ｙ
さ

ん
か
ら

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
無
害
化
技

術
の
開
発
の
紹
介
」

‥

ｅ
ｔ
ｃ
ｃ

主
宰
す
る
の
は
同
期
の
青
木
庄
二

郎
君
．
三
井
物
産
か
ら
子
会
社
の
役

員
を
経
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

一
息

つ
い
た
青
木
君
は
考
え
ま
し
た
。

世
は
高
齢
化
と
少
子
化
の
波
の
中
、

定
年
期
を
迎
え
た
同
世
代
の
仲
間
が

悩
ん
で
い
る
。
ま
だ
ま
だ
社
会
に
そ

の
頭
脳
と
技
を
生
か
せ
る
場
が
あ
る

は
ず
だ
、
と
。
そ
こ
で
発
想
し
た
の

が
、
延

べ
十

一
年
に
お
よ
ぶ
海
外
勤

務
を
含
め
て
培

っ
た
商
社

マ
ン
の
知

恵
と
人
脈
を
生
か
そ
う
。
人
と
人
、

お
金
と
お
金
を
結
び

つ
け
る
の
は
得

意
技
だ
。
世
は
技
術
革
新
の
Ｉ
Ｔ
時

代
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
は
雨
後
の

夕
ヶ
ノ
コ
の
如
し
。
し
か
し
組
織
か

ら
離
れ
た
彼
ら
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア
は

あ

っ
て
も
企
業
化
、
商
品
化
す
る
資

金
も
販
売
ノ
ウ

ハ
ウ
も
な
い
。
と
す

れ
ば
、
そ
う
し
た
悩
め
る
起
業
家
に

資
金
と
販
売
力
を
持

つ
人
材
を
紹
介

し
て
や

っ
た
ら
ど
う
か
。
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
造
だ
、
と
い
う
こ
と

で
平
成
十
年
四
月
立
ち
上
げ
た
の
が

会
員
制

の

「
起
業
推
進
ク
ラ
ブ
」
で

す
。
定
年
後
の
人
生
設
計

へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
２
０
０
７
年
問
題
の
先
取

り
と
な

っ
た
次
第
ｃ
会
則
に
よ
れ
ば

ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業
内
容
は
、
①
会

員
に
よ
る
新
規
事
業
企
画
案
の
紹
介

と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
討
議
、

②
業
務
提
携
の
斡
旋
、
事
業
お
よ
び

起
業
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

な
ど
な
ど
こ

最
近
成
立
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
例
で

は
、
小
さ
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
に
搭
載
す
る
た
め
に
開

発
し
た
空
気
洗
浄
機
が
意
外
や
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
殺
菌
に
も
効
果
あ
り
と
わ
か
り
、

大
手
医
療
メ
ｌ
ヵ
ｌ
が
乗
り
出
し
た

と
か
。

ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
会
社
が
開
発

し
た
常
時
身
に
着
け
て
お
け
ば
万

一

の
時
、
瞬
時
に
救
命
措
置
が
で
き
る

と
い
う
救
急
カ
ー
ド
を
紹
介
し
た
会

員
の
輸
人
業
者
が
例
会

で
大
規
模
な

代
理
店
を
獲
得
し
た
と
か
。
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
の
使

い
捨
て
割
箸
を
試
作
し

た
発
明

マ
ニ
ア
が
量
産
し
て
く
れ
る

メ
ｌ
ヵ
ｌ
を
探
し
当
て
た
と
か
。
ま

た
、
当
日
紹
介
さ
れ
た

「
ア
ス
ベ
ス

ト
無
害
化
技
術
」
は
早
速
大
手
建
設

お
願
い
し
ま
す

現
在
関
東
同
窓
会
会
員
は

３
０
０
０
名
強
の
方
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

に
会
報
も
発
送
し
て
い
ま
す

が
、　
一
割
以
上
が
受
取
人
不

明
で
戻

っ
て
き
ま
す
。

地
元
静
岡
を
離
れ
、
関
東

に
居
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕

事
を
関
東
で
し
て
居
る
証
拠

で
す
。

転
勤
な
ど
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
住
所
を
変
更
さ
れ
た

と
き
は
、
関
東
事
務
局
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

（事
務
局

８７
期

。
高
橋
宏
）
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会
社
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ

っ
た
と

聞
き
ま
し
た
ｃ

発
足
当
初
は
三
十
人
ほ
ど
だ

っ
た

会
員
も
正
会
員
１
５
０
人
を
超
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
月

一
度
の
例

会
に
は
常
に
２０
前
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
で
押
す
な
押
す
な
の
盛
況
で

す
。
ま
た
そ
の
先
端
的
な
話
題
性
が

メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
呼
び
、

こ
の
口

の
例
会
に
も
日
経
グ
ル
ー
プ
の
経
済

紙
が
訪
れ
、
盛
ん
に
会
員
た
ち
に
取

材
攻
勢
を
か
け
て
い
ま
し
た
ｃ

さ
て
、
し
か
し
今
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム
は

去
り
、
世
を
謳
歌
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
も
サ
バ
イ
バ
ル

・
ゲ
ー
ム
の
時

代
で
す
。
順
風
満
帆

に
見
え
る

「
起

業
推
進
ク
ラ
ブ
」
も
先
行
き
厳
し
い

局
面
を
迎
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．

そ
れ
だ
け
に
青
木
庄
二
郎

の
時
代
を

見
る
先
見
性
に
曇
り
が
生
じ
な
い
よ

う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

一
人
の
同
期
生
の
生
き
方
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
仲
間
の
中
に

は
何
人
も
の
青
木
庄
二
郎
君
が
い
る

と
思
い
ま
す
。
古
希
を
超
え
て
五
木

寛
之
氏
が
提
唱
す
る
充
実
し
た
老
齢

期
の
林
住
期
を
元
気
に
生
き
る
７１
期

生
で
す
。
百
人
百
様
に
生
き
て
い
ま

す
。「

起
業
推
進
ク
ラ
ブ
」
事
務
局
は

黒
田
祐
輔
投
手
が

阪
神
ド
ラ
フ
ト
四
巡
目
指
名

切
り
抜
き
朝
日
新
聞
静
岡
版

（右
）

に
あ
る
と
お
り
静
高
２
年
の
夏
、
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
茨
城

。
常
総
学

院
と
の
試
合
に
登
板
し
た
こ
と
の
あ

る
身
長
１
９
０
ヤ
く

体
重
８５
聴
、
右

投
げ
右
打
ち
の
黒
田
裕
輔

（
２１
才
）

が
十

一
月
十
九
日
行
わ
れ
た
ド
ラ
フ

ト
で
阪
神
球
団
か
ら
４
巡
日
で
指
名

さ
れ
た
。

「
ま

っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
光
栄

で
す
」
と
黒
田
ｃ
静
高
野

球
部
畑
田
監
督
は

「
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

す
が
、
本
人
も
以
前
か
ら
プ

ロ
で
や

り
た
い
と
い
っ
て
い
た
し
、
よ
か

っ
た
」

黒
Ｈ
は
３
年
前
に
静
高
を
出
て
、

駒
沢
大
学
に
入

っ
た
が
駒
大
太
田
誠

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品

（静
岡
市

駿
河
区
）
社
員
の
黒
田
祐
輔
選
手

（２１
）が
１９
日
、
阪
神
か
ら
ド
ラ
フ

ト
４
巡
自
で
指
名
を
受
け
た
。
昨

年
末
に
駒
沢
大
学
を
中
退
し
、　
一

度
は
野
球
を
あ
き
ら
め
た
が
、
母

校

・
静
岡
高
校
の
恩
師
に
支
え
ら

れ
て
同
校
の
野
球
部
と

一
緒
に
練

習
を
し
て
い
た
。

「活
躍
し
て
家

族
や
周
り
の
人
た
ち
に
恩
返
し
を

し
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

黒
田
選
手
は
、
同
社
の
作
業
着

監
督
が
勇
退
す
る
こ
と
で
、
本
人
も

中
退
、
地
元
に
帰
り
静
高
で
練
習
を

し
て
い
た
。
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品

に
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、

静
高
で
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

て
身
体
は
鍛
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か

ら
で
す
が
頑
張
り
ま
す
」
と
き

っ
ば

り
．
即
戦
力
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
期
待
し
た
い
．

（取
材

・
村
松
貴
彦
７７
期
）

静
岡
で
同
窓
会
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
た

十
九
年
十

一
月
二
日

（祝
）
、
静

岡
の
ホ
テ
ル
で
同
窓
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
立
見
席
が
で
る
ほ

ど
だ

っ
た
。
関
東
同
窓
会
か
ら
清

水
会
長
は
じ
め
副
会
長
、
幹
事
た
ち

が
大
勢
駆
け
つ
け
て
も
り
あ
げ
て
い

た
。
ま
た
例
年
行
わ
れ
て
い
る
記
念

講
演
に
は
東
大
教
授
で
経
済
事
情
の

第

一
人
者

伊
藤
元
重

氏

（８６
期
）

が
、
現
在

の
閉
塞
状

況
の
社
会

状
況
を
分

か
り
や
す

く
分
析
、

う
な
ず
く

視
聴
者
が

多
く
み
ら

れ
た
。

小
嶋
善
吉
市
長

（８２
期
）

が
中
教
審
委
員
に
就
任

文
部
科
学
省
は
九
月
二
十

一
日
付

け
で
小
嶋
市
長
を
中
央
教
育
審
議
会

の
委
員
に
任
命
し
た
。

政
府
が
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む

教
育
政
策
の
目
標
を
定
め
た

「教
育

振
興
基
本
計
画
」
の
素
案
を
ま
と
め

た
。小

嶋
市
長
は
地
方
の
視
点
か
ら
、

教
員
免
許
更
新
制
、
教
員
の
質
の
確

保
な
ど
十

一
月
八
日
東
京
で
行
わ
れ

た
初
回
会
議
で
挨
拶
し
て
い
た
。

朝
日
新
聞
静
岡
版

十

一
月
二
十
日

▼

「活
躍
し
て
恩
返
し
す
る
」

編

集

後

記

▽
い
つ
も
い
つ
も
会
報
の
締
切
日
が

来
て
か
ら
整
理
し
だ
す
と
、

こ
れ
か

ら

「
原
稿
ま
と
め
る
か
ら
入
れ
て
」

と
注
文
。

で
き
る
だ
け
早
く
人
稿
く

だ
さ
い
。
神
田
の
事
務
所
宛
て
で
す
。

（村
松
）

▽
今
回
か
ら
コ
ン
ビ
に
に
よ
る
会
費

支
払
い
方
式
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

手
軽
に
で
き
ま
す
の
で
会
員
の
さ
ら

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（事
務
局
）

姿
で
記
者
会
見
場
に
現
れ
、

「う

れ
し
い
と
言
う
よ
り
も
、
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
」
と
信
じ
ら
れ
な

い
様
子
だ
っ
た
。

岡
部
町
生
ま
れ
。
幼
い
こ
ろ
に

観
戦
し
た
巨
人
―
阪
神
戦
で
野
球

に
あ
こ
が
れ
、
小
３
の
時
に
野
球

を
始
め
た
。
静
岡
高
校
で
は
２
年

夏
に
甲
子
園
に
出
場
し
、
３
回
戦

の
常
総
学
院
戦
で
９
国
に
登
板
、

２
人
の
打
者
を
抑
え
た
。

相癸

譴

身
の
太
日
誠

。
前
駒
大
監
督
に
誘

わ
れ
同
大
へ
。
し
か
し
２
年
生
の

時
、
太
田
監
督
が
退
任
し
た
こ
と

で

「心
の
支
え
を
失
っ
た
」
と
野

球
を
辞
め
る
決
意
を
し
、
昨
年
１２

月
に
野
球
部
を
退
部
。
大
学
も
辞

め
た
。

そ
の
後
、地
元
に
戻
っ
た
。静
岡

高
の
畑
田
裕
視
監
督
と
話
し
合

い
、
「
も
う

一
度
野
球
を
や
り
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。
今
年

１
月
末
か
ら
は
、
同
校
で
後
輩
の

野
球
部
員
と
共
に
筋
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
走
り
込
み
を
続
け
て
い

た
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
に
は
、

同
社
社
長
で
同
校
野
球
部
後
援
会

会
長
の
川
村
修
さ
ん
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
、
５
月
に
入
社
。
野
球
部

は
な
く
、今
回
の
指
名
は
異
例
だ
。

「阪
神
と
い
う
と
甲
子
園
。
日

本

一
素
晴
ら
し
い
球
場
の
マ
ウ
ン

ド
に
立
て
る
と
思
う
と
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

静
高

・
静
岡
情
報

阪神から指名 静高出身・黒田祐輔さん

准1(墓、石碑)のことなら

1株)イ シ フ ク

関東の人に、安心して紹介する

管理の良い環境
八王子

東 京 霊 園
〒193-0826東京都八王子市元八王子町

TEL 042-661-6734

○お墓、石碑、建材、石のことなら気軽に相談ください。

望月 威男 (77期 )

熊野雄二郎 (84期 )

望月 茂樹 (101期 )

望月 秀康 (107期 )

〒421-1224静 岡市葵区飯間 71

TEL 054-278-6610

一機
鶴
一一欝
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鈴 与 株 式 会 社
取締役社長 鈴 木 与 平 (76期 )

〒424-8703静 岡市清水区人船町11-1
TEL 054(354)3015(秘 書室)

京浜支店 〒140-0013東京都品川区南大井 6-25-3
ビリーヴ大森 5F

TEL 03(6404)2100

日本レーベル印刷株式会社

代表取締役会長 岩 丼 平 ― 郎 (57期 )

本  社 〒422-8004静 岡市駿河区国吉田3丁 目1番1号

TEL 054(262)1111(代 )

東京支社 〒104-0031中央区京橋1-1-6越 前屋 ビル8F
TEL 03(3272)4651(代 )

株式会社冨士 越化 成

代表取締役会長 野 澤 正 憲 (64期 )

〒140-0004東京者|`品 川区南品川2-17-11
TEL 03(5783)3841
FAX 03(5783)3755

公和自動車交通株式会社
〒162-0813東 京都新宿区東五軒町3-3803-3269-3281

都心のオアシス・ ゴルフ練習場

(株)公和ゴルフセンター
大江戸線 。若松河田駅隣り 803-3202-6558

代表取締役 山 中 博 司 (73期 )

同窓会で人の輪を ||

野 方 重 人 法 律 事 務 所
弁護士 野 方 重 人 (77期 )

〒101-0045 千代田区神田鍛冶町3-7-3
藪 Fビ ル6F

(TEL)03(3251)2348
(FAX)03(3257)0820

タ カ ラ 歯 科 診 療 所

代 表 藁 科 名 雄 (87期 )

東横線 中目黒下車 徒歩 5分

TEL 0120-376-480
FAX 03-3710-8847

調剤薬局……関東。東海・関西中心に100余店舗

株式会社 アイセイ薬局
健康と幸せを願って

代表取締役 岡 村 幸 彦 (93期 ,応援指導部)

〒103-0014東京都中央区日本橋蛎殻町2-14-5
TEL 03(5651)7200
http://www.aiseico.jp

お茶の心を伝える

彙 目業 幕
代表取締役 馬場 泰男 (64期 )

本  社

東京都新宿区西早稲田3-7-9 TEL 03-3207-1611(代表)

高田馬場店

東京都新宿区高田馬場4-12-7 TEL 03-3363-6611(代 表)

自動車・火災・傷害保険

(株)大 高 保 険 事 務 所

代表取締役 清 水 雅 尚 (77期 )

〒150-0011東京都渋谷区東3-15-8
TEL 03(3406)9350
携帯 090-7800-3767

相続税・法人税 。所得税などのご相談はどうぞ |

鳥 巣 修 税 理 ± 事 務 所
税理士 鳥 巣  修 (89期 )

OSAM:U TOSU

〒167-0041 東京都杉並区善福寺1-30-17
TEL 03(3396)3858 FAX 03(3396)3848

E‐ 11lail i tosu(Dr1lti.big10be.ne.jp


